
令 和 ２ 年 ７ 月 ２ 日 

国立市立国立第二小学校 

 

 国立二小における放課後学習支援教室について 

 

１ ねらい 

（１）放課後に学習する機会を提供することで、国立市の児童の更なる学力の向上を図ること

をねらいとする。【国立市の教育施策事業】（かしこく） 

（２）基礎学力の定着を図るために、市が実施するＡ･Ｓ･Ｓ（アフタースクールサポート）事業（放

課後学習支援教室）、東京ベーシック・ドリル、習熟別授業やＴＡの活用を図るなど習熟の程

度等、個に応じた指導の充実を図る。【国立第二小学校 学校経営方針１-(1)】（かしこく） 

 

 

２ 実施方法 

【対象児童】 

（１）学習意欲のある児童（教師からの強制ではなく、保護者の理解のもと、児童自ら放課後

学習に参加することを望むことを原則とする。） 

 

 

・授業の内容の分からないところを個別に復習しながら進めていきたい場合 

                      ≪A コース≫ 

 

 ・授業内容は充分に理解できているが、更に発展的な問題にも挑戦してみたい場合 

 ・授業の内容を確認しながら学習を進めていきたい場合    ≪Bコース≫ 

 

 

（２）実施する学年は高学年（第５学年・第６学年）とする。 

 
５年生 ６年生  

合計 １組 ２組 １組 ２組 

人 数 ７ １０ １ ２ ２０ 

                             令和２年７月１日現在 

【指導者】 

 

 

 

 

 

 



【指導内容】 

（１）指導者による一斉指導ではなく、基本的に学校で行っている内容を中心に個別に学習し

ていく。また、実態や内容によっては別途用意したプリントを活用し進めていく。 

（２）本年度は算数を中心に実施し、国語については漢字を中心に行う。 

 

【指導日】 

（１）月曜日、火曜日、木曜日、金曜日に実施する。 

（２）５年生は火曜日、金曜日とし、６年生は月曜日、木曜日とする。 

 

【場所・時間】 

（１）３階算数ルームを教室として利用する。 

（２）学習時間は、１５：１５～１６：１５までとする。 

   （委員会・クラブ活動の際は、１５：２５～１６：２５までとする。） 

   （５時間授業の際は、１４：２５～１５：２５までとする。） 

（４時間授業の際は、１３：２０～１４：２０までとする。） 

 

【校内体制】 

（１）算数習熟度別指導担当（佐藤）を校内の窓口とする。 

（２）算数習熟度別指導担当者とＡ･Ｓ･Ｓ事業の指導者が定期的な情報交換を行い、必要に応

じて各担任へその内容を報告する。 

 

【実施に当たっての確認事項】 

（１）保護者への周知について 

年度当初に案内文書を配布し、対象児童を募集する。 

（２）放課後学習支援教室の開始 

４月２２日（月）より放課後学習教室開室式を行い、開室式後に保護者会をもつ。 

６年生は開室式後からスタートし、５年生は２４日（金）からとする。 

 （３）学習教室を休む、あるいは遅れる場合（事前に分かっている場合）は、担任まで連絡帳

で知らせる。かつ、児童は必ず当日下校時に学習教室に寄り、直接欠席を伝えてから帰宅

する。 

 （４）「がんばる子どもの記録表」は、毎回学習教室の始めに提出する。学習支援員は出席を確

認し押印する（押印の無い日は欠席）。休む場合でも、必ず算数ルームにいき、欠席の旨を

伝える。 

   保護者は、「がんばる子どもの記録表」を確かめて、保護者確認欄に確認のサインをする。 

 

本年度は ６年 ７／６（月） 

     ５年 ７／７（火） 

より始める。本年度は開室式や保護

者会は行わない。 

無断欠席のないよう、毎回ご確認ください。 


